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 第 21 回地理情報システム学会研究発表大会は，2012 年 10

月 13・14 日（土・日），広島修道大学にて開催されます．本

年度も通常の研究発表（講演，ポスターセッション）に加え，

国際シンポジウムや特別セッションなど，多彩な企画を予定

しております．講演は 152 本，ポスターは 34 本と，昨年同様

の大規模な大会です．皆様の奮ってのご参加をお待ち申し上

げます． 

 研究発表大会の詳しい内容につきましては，後述のプログ

ラムをご覧下さい．但し，掲載されておりますプログラムは

8 月上旬現在のものであり，学会当日までに変更される可能

性があります．最新のプログラムにつきましては，学会ホー

ムページ及び当日の大会会場における掲示をご覧下さい． 

 

日時 2012 年 10 月 13 日・14 日（土・日） 

・受付開始時間は，1 日目が午前 8 時 30 分，2 日目が午前 9

時 00 分です．初日朝は，受付が混雑いたしますので，午前中

の講演者はお早めにご来場のうえ，受付をお済ませ下さい． 

・各口頭発表の持ち時間は発表 15 分，質疑 5分です．時間厳

守をお願いいたします．また講演者は，セッション開始前に

会場にて機器動作確認などの準備をお済ませ下さい．なお，

発表用のパソコンは，持参してください． 

・ポスターセッションは 2 日間を通じて実施されます． 1 日

目 12 時 30 分～14 時，2 日目 11 時 30 分～12 時 30 分をコア

タイムと致しますので，これらの時間帯の中でそれぞれ 30 分

以上，発表会場にて質疑応答にご対応頂きますよう，お願い

申し上げます． 

 

場所 広島修道大学 5・6 号館 

〒731-3195 広島県広島市安佐南区大塚東 1-1-1 

http://www.shudo-u.ac.jp/index.html 

 

アクセス 

JR 広島駅から・・・ 

JR 山陽本線 広島～横川<約 3分> 

広電バス（免許センター・五月が丘団地行き） 横川駅前～

修道大学キャンパス<約 19 分> 

 

JR 可部線 広島～大町<約 25 分> 

アストラムライン 大町～広域公園前（修道大学前）<約 18

分> 

 

広島空港から・・・ 

広島空港リムジンバス（広島バスセンター行き） 広島空港

～中筋駅<約 40 分> 

アストラムライン 中筋～広域公園前（修道大学前）<約 21

分> 

詳細は http://www.shudo-u.ac.jp/8a2171000001ol3d.html

をご覧下さい． 

 

懇親会会場 ひろしま国際ホテル 

〒730-0032 広島県広島市中区立町 3-13 

 

大会参加費（講演論文集の CD-ROM 代金を含む） 

正会員または賛助会員枠の参加者 ： 

 事前登録 3,500 円（当日受付 4,000 円） 

学生会員 ： 事前登録 3,000 円（当日受付 4,000 円） 

非会員（一般および大学生以上） ： 

 事前登録 6,000 円（当日受付 6,000 円） 

高校生以下，70 歳以上 ： 

 無料（必ず年齢を証明するものをご呈示ください）  

懇親会参加費 ： 事前登録 5,500 円（当日受付 6,000 円） 

・事前登録，当日受付とも，領収書を発行いたします． 

 

事前登録と昼食（お弁当）の予約について 

事前登録申込書（学会 HP よりダウンロードして下さい）に必

要事項をご記入の上，代金を振り込んで学会事務局まで申込

書を FAX にてご送信下さい．昼食のみのご注文も可能です（会

場校の周囲に飲食店は少なく，構内の食堂も日曜は営業しま

せん）．予約締切は，9月 15 日（土）です． 

※期日までに入金が確認されない場合，事前受付はキャンセ

ルとなります． 

※大会当日は，お弁当の注文はできません． 

第 21 回（2012 年度）研究発表大会のお知らせ 
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[第 21 回研究発表大会プログラム概要] 
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 第１日目：10 月 13 日(土)   会場 A                       
  9:00-10:40   特別セッション（１）                       
      地方自治体における地理空間情報の新たな活用方法について             
                            オーガナイザー：青木和人  

自治体 GIS を取り巻く環境は、庁内システムやウェブシステムなど

の独自構築という枠を超えて Google Map などインターネットに依存

する GIS を活用したものへと変化している。今後自治体 GIS に求めら

れるものは、重厚長大な施設管理システムの維持だけではなく、誰も

が容易に空間情報を操作し、加工し、構築できるシステム環境と、そ

れを実現する人材育成である。さらに構築された優良な行政情報をい

かにして地域づくりに生かせるかということである。 

本セッションは、自治体 GIS をリードする者と、これから GIS を活

用しようとする者とが、「基盤地図」、「空間情報」、「システム」そし

て「人材」について、自治体 GIS に内在する課題を洗い出し、提起す

るためのパネルトークを展開する。 

 

 10:50～12:30   特別セッション（2）                       
              マイクロジオデータの普及と利活用                
                            オーガナイザー：秋山佑樹   
昨年「マイクロジオデータ研究会」と呼ばれる研究会が発足し、マ

イクロジオデータの普及と利活用について産官学が共同で議論する

場が生まれました。マイクロジオデータとは近年利用可能になりつつ

ある、デジタル住宅地図や電話帳のような空間的精度と網羅性が非常

に高いデータや、モバイル統計、GPS ログ情報、パーソントリップ

データ、Web から収集出来る情報など加工余地が高いミクロスケー

ルの非集計データのことを言います。既存の各種統計データでは実現

し得なかった時空間的にきめ細やかな計画・解析等への利活用が期待

されています。 
本セッションでは昨年に引き続き本研究会の紹介を行うとともに、

マイクロジオデータを用いた研究を行っている研究者による研究紹

介や、今後マイクロジオデータの利活用が期待される官民の領域の実

務者などによる講演が行われる予定です。今年は特にまちづくり・中

心市街地活性化・農村計画・高齢化といった都市・地域研究に関連し

た研究者や実務者にお集まり頂く予定です。マイクロジオデータ開発

と利活用の最先端を知っていただくとともに、研究者同士が持つマイ

クロジオデータのシーズとニーズを結びつけて活発な議論が交わさ

れることを期待しています。 
 
  14:00～15:50   特別セッション（4）                       
              社会経済データの研究における利活用 1         
                     オーガナイザー：貞広 幸雄・貞広 斎子                            

近年，収入・支出推計やジオデモグラフィクスデータなど，社会経

済データの普及が急速に進みつつある．こうしたデータは，マーケテ

ィングでの利用を想定したものが多いが，研究上も有用であるものが

少なくない．そこで本セッションでは，様々な利活用例を通じて，社

会経済データの研究面での有用性を評価する．健康・医療，都市計画，

教育，経済，建築などの様々な分野の研究事例を報告し，社会経済デ

ータの入手，加工，利用などの側面から評価する． 

 

 14:00～15:50   特別セッション（5）                       

              社会経済データの研究における利活用 2         
                     オーガナイザー：貞広 幸雄・貞広 斎子  
 

 

 第１日目：10 月 13 日(土)   会場場 B                         
  9:00～10:40   B-1   土地利用                     
□Accuracy assessment of land-cover change modeling in a rapidly 

growing city of Baguio, the Philippines 

Estoque Ronald・Murayama Yuji 

□20 世紀のアジア大都市における土地利用変化と地形条件との関係

―ソウル・台北・ジャカルタを事例に― 

山下 亜紀郎 

□Transition probabilities applied to land use changes in the 

northern metropolitan areas of Japan 

Luis Carlos Manrique Ruiz and Kayoko Yamamoto 

□Industrial agglomeration in China’s agricultural product 

processing industry 

Qian Guixia and Jiang Yong 

□エーレスンド橋架橋後の都市圏の変化 

山下 潤 

 

10:50～12:30   特別セッション（3）                       
              FOSS4G 日本語ローカライズの現状と課題             

                            オーガナイザー：嘉山 陽一   
近年インターネットの世界が拡大することによってオープンソー

スソフトウェアの開発と普及が加速しています。地理空間情報に関す

るオープンソースソフトウェア（FOSS4G）に関しても種類の増大や機

能の向上が顕著です。これらの FOSS4G は政府や企業での利用から研

究機関や個人での利用まで様々なスケールと目的で使われています。

開発や利用促進については国際的なコミュニティによって進められ

ていることが多いです。ただし、これらコミュニティに日本からの参

加者は少なく国内での GIS 利用と FOSS4G の発展の間には少しギャッ

プがあるようです。 

QuantumGIS については近年プログラムやドキュメントの日本語が

行われたせいか国内での利用例も急激に増加しています。ユーザが増

加すればそのソフトウエアの利用方法や問題点の共有も進み、結果と

してツールが利用しやすくなるといえます。本セッションではいくつ

かの FOSS4G ツールや関連する環境のローカライズ状況の事例、方法、

課題の発表を行い、それらツールの利用環境を向上させていくための

情報交流をパネルディスカッションで行いたい。 

 

 

 14:00～15:40    B-3   国際シンポジウム  (1)                   

□Simulating deforestation trends of Dzalanyama forest reserve 

in Malawi using a spatial agent model 

Kondwani Munthali 

□A Grid-based Modeling for Climate Change Impact Assessment on 

Watershed Hydrology  

Seong-Joon Kim, Geun-Ae  Park, & Hyuk Jung, 

□Extraction of a stream of a river using the satellite images 

 第21回研究発表大会プログラム 
GISA大会発表申込書に依る 
(発表者は最初に記載 敬称略) 
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Yun Jae CHOUNG, Hyen Cheol PARK, & Myung Hee JO 

□モンゴルにおける気候変動適応策に向けたソムスケールの意思決

定支援システムの開発 

Akihito Oba, Wanglin Yan, Masataka Watanabe and  

Bolor-Erdene Lkhamsuren 

□ Mapping national terrain/slope stability for disaster 

prevention using parameterized GIS datasets 

Kon Joon Bhang, Jin-duk Lee, Gyungup Lee, & Changhwan Kim 

 

 15:50～17:30    B-3   国際シンポジウム (2)                      
□The spatial distribution of primary care clinics in an urban 

city in Korea 

Kwangsoo Lee 

□Physical Environmental Correlates of Walking for commute, 

exercise/walk, and food purchase 

Seul-gi Lee, Sung-gwan Jung, Kyung-hun Park,  

Woo-sung Lee, & Jong-wan park 

□ The study of utilization of RIMGIS(River Information 

Management Geographic Information System) for the efficient 

management of dynamic changes data in river 

Kyung Jun KIM, Hyun Jung KIM, Hyung Sub KIM, & Myung Hee JO 

□Interactive Online GIS System for Massive Surveyed Person Trip 

Data Visualization and Space-Time Analysis 

Ko Ko Lwin and Yuji Murayama 

□Comparison of surface temperatures between thermal infrared 

images and in situ data 

Sookuk Park, Kyunghun Park, Bounggeun Song, Taekyung Baek, 

 & Byongwoon Jun 

 

 第１日目：10 月 13 日(土)  会場 C                        
  9:00～10:40   C-1   防災（情報整備 ）                 
□つくば市竜巻災害対応における地理空間情報の活用と効果 

李 泰榮・田口 仁・須永 洋平・長坂 俊成・坪川 博彰 

□災害時における全住民位置情報の重要性（その１） ～東日本大

震災時の福島県相馬市における GIS を活用した罹災証明発行シ

ステムの事例～ 

卯田 強・長谷川 普一 

□災害時における全住民位置情報の重要性（その２） ～アドレス

マッチングに係わる諸問題と解決方策について～ 

長谷川 普一・卯田 強 

□東日本大震災復興支援調査アーカイブ構築によるデータ流通促

進 

関本 義秀・西澤 明・山田 晴利・柴崎 亮介・熊谷 潤・相良 毅・

嘉山 陽一・大伴 真吾 

□震災時における情報入手と伝達方法の特性 －茨城県つくば市

でのアンケート調査を事例として 

王尾 和寿・温井 達也・藤井 さやか 

 

 10:50～12:30    C-2   防災（分析）                    
□2007 年新潟県中越沖地震における柏崎市建物被害の空間分析 

長尾 拓真・山崎 文雄 

□Classification of People's Evacuations and Life Patterns 

after Fukushima Nuclear Accident 

佐山 慶成・宋 軒・張 全世・柴崎 亮介 

□都市内部における津波浸水域の土地利用変化―北海道小樽市を

事例として― 

川村 壮・橋本 雄一 

□都市内の樹木群の空間特性と延焼遮断効果との関係 

熊谷 樹一郎・安野 真琴・相本 敬志 

□いわき駅周辺における落書きの空間的分布 ―東日本大震災前

後の比較― 

吉村 忠晴・川﨑 俊郎 

 

 14:00～15:40    C-3   防災（リスク分析）                
□Spatial Analysis of Terrorism Vulnerability: A Case Study of 

Tokyo, Japan 

Konstantin Greger 

□大気拡散モデルと GIS を用いた廃棄物焼却炉の環境リスクの評

価 

石井 真和・山本 佳世子 

□密集市街地の空間性状と大地震時の避難困難率 

沖 拓弥・大佛 俊泰 

□平日と休日における帰宅困難者数の比較分析 

濱田 時彦・大佛 俊泰 

□災害時での避難プロセスの観点からの都市整備状況の広域分析 

熊谷 樹一郎・畑尾 一貴・髙木 孝文 

 

 15:50～17:30    C-3   防災（防災計画）                
□地方公共団体における自立的な津波ハザードマップ作成のための

PM 手法適用に関する一考察 

深田 秀実・橋本 雄一 

□GIS を用いた洪水ハザードマップの高度化に関する研究 

月原 雅貴・三谷 泰浩・池見 洋明・村岡 直紀 

□地域防災と GIS の利活用に関する研究－事前復興の視点から－ 

佐藤 正之・宮入 興一・蒋 湧 

□自助による防災対策の空間的差異の現状と有効な自助向上策の検

討 

有馬 昌宏・上野 卓哉・有馬 典孝 

□県域統合型 GIS におけるハザードマップ整備ガイドラインの作成 

田口 仁・和田 敏・長坂 俊成 

 

 第１日目：10 月 13 日(土)    会場 D                        

  9:00～10:40   D-1   データ作成（1）                              
□空中写真からの建物輪郭形状抽出における欠落エッジ補完方式 

前川 友樹・中條 雅裕・荒木 俊輔・硴崎 賢一 

□建物形状の単純化による建物同定の高速化 

仙石 裕明・秋山 祐樹・池田 健虎・柴崎 亮介 

□新旧住宅地図における建築物の築年数推定 

池田 健虎・秋山 祐樹・仙石 裕明・柴崎 亮介 

□道路形状ポリゴンを用いた、道路幅員ネットワークデータの自動生

成 

奥秋 恵子 

 

 10:50～12:30    D-2   データ作成（2）                       
□点群座標データを利用した 3次元の道路中心線の整備手法 

今井 龍一・井星 雄貴・佐々木 洋一・岩切 昭義・今西 暁久・ 

小山 裕也 

□MMS 点群データの密度に依存しない道路図化情報取得手法 

花田 吏・曾 鑫・荒木 俊輔・硴崎 賢一 

□鉄道沿線設備判読支援ツールの開発 
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吉川 悟・中山 忠雅・清水 智弘・北岡 栄一・徳田 浩一郎・内田 修 

□KD-tree を用いた MMS データからの建物壁面の抽出手法 

曾 鑫・荒木 俊輔・硴崎 賢一 

 

14:00～15:40    D-3   データ取得（1）                
□太陽光発電日射評価への詳細地理情報の適用と検証 

中村 元・岸本 直子 

□高品質 DSM 生成のためのステレオマッチング特性評価システム 

中條 雅裕・前川 友樹・荒木 俊輔・硴崎 賢一 

□空中写真の精密オルソ化に対応する電子透かし方式 

村上 翔・前川 友樹・荒木 俊輔・硴崎 賢一 

□自動オルソ化に向けた空中写真の新しい高精度測位アルゴリズ

ムの提案 

米川 雅士 

□地理情報科学分野における UAV（無人航空機）の応用可能性とリ

スク管理に関する一考察 

泉 岳樹・宇佐美 昌樹 

 

 16:10～17:50    D-4   データ取得（2）                       
□屋内環境における位置情報測位技術に関する基礎的検討 

清水 智弘・吉川 眞・田中 一成 

□タッチデバイスを用いた人手による空間情報の関連付け支援 

笹尾 知世・木實 新一・藤田 秀之・有川 正俊 

□参加型センシングによる電車混雑推定手法の提案 

大野 航・木實 新一 

□道路網を用いた上下水道管路の延長分布の推定 

小林 朋美・山崎 文雄 

□パノラマカメラ搭載 MMS による街路景観評価に関する一考察 

佐藤 俊明・山本 耕平 

 

 第１日目：10 月 13 日(土)    会場 E                        

  9:00～10:40   E-1   データ精度                           
□設計図から作成した屋内空間の三次元 GIS データの精度について 

乙井 康成・神谷 泉・小荒井 衛 

□異なる大縮尺道路地図の親和性に関する考察 

佐々木 洋一・今井 龍一・土居原 健・楢林 厚・重高 浩一 

□町丁目単位における将来人口推計手法に関する研究 

仲宗根 悠馬・秋山 祐樹・仙石 裕明・柴崎 亮介 

□時間経過による信頼性の変化を考慮した空席情報共有システムの

提案 

少路 健太・木實 新一 

□新東名自動車道の大縮尺地図を用いたスマートフォンGPS及びCAN

ロガーの走行実験 

今井 龍一・佐々木 洋一・内田 真一・越智 大介 

 

 10:50～12:30    E-2   理論                          
□空間統計モデルを用いた公示地価・都道府県地価調査の評価地点の

配置問題 

Daisuke Murakami and Morito Tsutsumi 

□数値標高モデルを用いた特徴点抽出方法の検討 

善積 竜希・五島 洋行・島川 陽一・三上 喜貴 

□オブジェクト間の時間関係の遷移パターン 

太田 守重・倉田 陽平 

□三次元地図の解析分野等での利用について 

曽根 敦・神田 学・河原 大・佐藤 俊明 

□オブジェクト指向空間解析：空間オブジェクト分布間関係の汎用的

解析手法 

貞広 幸雄 

 
 14:00～15:40    E-3   システム開発（1）                   
□グーグルマップを用いた地図情報共有システムの開発 

武市 信・渡辺 公次郎・近藤 光男 

□IMES を使用した屋内位置情報共有システムの開発 

熊谷 潤・金杉 洋・清水 洋平・松原 剛・日野 智至・柴崎 亮介 

□位置情報付き写真管理システムの開発 

古川 修・中山 忠雅・清水 智弘・佐藤 崇・佐藤 和久・山根 隆弘 

□位置情報に基づく質問回答共有プラットフォームの開発 

木實 新一 

□PhotoField: 写真と地図によるストーリー制作ソフトウェアと

ユーザスタディ 

藤田 秀之・有川 正俊 

 

 15:50～17:30    E-4   システム開発（2）                   
□過疎地域における移動販売情報共有サービスの設計と実現 

吉村 大希・有川 正俊・木實  新一・藤田 秀之 

□要援護者支援情報把握システムの開発 

臼井 真人・福山 薫・小川 昂志・長井 一浩・山口 美帆子 

□地域情報の交流・蓄積を目的とした Web-GIS の構築 

山田 脩士・山本 佳世子 

□時空間データベース処理による罹災関連諸申請ワンストップサ

ービスシステムの開発 

角本 繁・Adelpha Englis・畑山満則 

□Web ベースの旅行プラン作成支援システム CT-Planner の対応地

域拡大とホットスタート化 

倉田 陽平 

 

 第１日目：10 月 13 日(土)    会場 F                        

  9:00～10:40   F-1   歴史・考古（1）                         
□城下町起源都市における道路網の変化と城下町街路の残存度―四

国 8 都市を事例として 

田中 耕市 

□絵図判読による近世なにわの景観復元 

石田 圭太・吉川 眞・田中 一成 

□非直角建物ポリゴンに基づく古代建物等の３Ｄモデルの自動生成 

杉原 健一・沈 振江 

□大阪上町台地北端部の地形と難波宮の立地について 

市川 創 

□地理情報標準に準拠した遺構情報モデルの RDB への実装 

村尾 吉章・碓井 照子・森本 晋・清水 啓治・清野 陽一・藤本 悠・

玉置 三紀夫 

 

 10:50～12:30    F-2   歴史・考古（2）                   
□A folk doll database, geographical and cultural diversity 

Kazutaka Kawano and Haruhiro Fujita 

□昭和期以前の関東地方の土地利用分布図の作成 

爲末 和樹・瀬谷 創・山形 与志樹・堤 盛人 

□旧淀川を中心とした都市変遷の把握 

西本 貴洋・吉川 眞・田中 一成 

□葛飾北斎『富嶽三十六景』「甲州三坂水面」における写実性につい

て 
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宇山 直子・高阪 宏行 

□GIS を用いた首都圏１都３県の市区町村における大正期以降の都

市化の推移 

佐藤 正志・関根 智子・高阪 宏行 

 
 14:00～15:40    F-3   移動データ（1）                   
□Twitter からの震災時の行動経路および交通情報の自動抽出と可

視化 

石野 亜耶・小田原 周平・難波 英嗣・竹澤 寿幸 

□長期に渡る携帯ナビ移動履歴を用いたユーザの生活スタイル推定

手法の検討 

柴崎 真理子・藤田 秀之・木實 新一・有川 正俊 

□GPS ログを用いた観覧行動推定方法の改善 

川瀬 純也・倉田 陽平・矢部 直人 

□GPS データを用いた商業集積地来訪者の行動パターン抽出方法の

検討 

羽田野 真由美・上山 智士・秋山 祐樹・Horanont Teerayut・ 

柴崎 亮介 

 

 15:50～17:30    F-4   移動データ（2）                   
□東京都市圏における長期の GPS データを用いた、移動経路の推定

に関する研究 

大野 夏海・関本 義秀・中村 敏和・Horanont Teerayut・柴崎 亮介 

□クラウドソーシングサイトを用いた、海外における簡易的な人の

流れ調査の試み 

杉森 純子・関本 義秀・金杉 洋・大伴 真吾 

□大規模移動データの可視化システム 

上山 智士・秋山 祐樹・柴崎 亮介 

□GPS 履歴を教師とした携帯電話基地局通信履歴に基づく個人行動

の分析 

金杉 洋・関本 義秀・黒川 茂莉・渡邉 孝文・村松 茂樹・ 

柴崎 亮介 

 

 

 第 2 日目：10 月 14 日(日)  会場 A                        

  9:30～11:30   特別セッション（６）                       
地域の情報基盤に対して大学関係者のできること                
 アカデミック地域情報サポーターズクラブの活動を通じて           
                            オーガナイザー：畑山 満則   

近年の人口減少や予算縮減などの近年の課題を解決しつつ、地域

の活力を保持するためには、各地域の情報基盤の存在は欠かすことが

できず、その維持・活性化のためには、大学関係者に期待される要素

は大きい。一方で、助言するためには、政策動向、技術動向、社会ニ

ーズ等についても、普段からの大学関係者の横の連携で、一定の共通

認識をはかることも重要に思われる。 

そこで、本ワークショップでは、１年強実施してきた「アカデミ

ック地域情報サポーターズクラブ」その他の活動の取組紹介や、外部

の立場から大学関係者に期待したいこと、あるべき方向性などをディ

スカッションする。 

 

 12:30-14:10   特別セッション（７）                        
日本学術会議の地理基礎・歴史基礎必修化の提言と              
学校における GIS 教育                                
                            オーガナイザー：碓井 照子    

GIS の人材育成において重要なことは、児童・生徒の発達段階に応

じた学校における GIS 教育の推進である。地理空間情報を日常的に利

活用できる日本国民が育成され、大学において先進的で革新的な GIS

技術に取り組む多数の研究者層が形成される。 そのためには、学校

教育の教育課程において必修科目の学習内容に GIS が系統的に取り

入れられることが重要である。2007,2008 年に改訂された新学習指導

要領では、地図/GIS に関する教育内容が大幅に増加した。しかし、

高校地理歴史科教育では、世界史が必修であり、2006 年秋、高校世

界史未履修問題が発生した。これは、教育課程の矛盾を露呈したもの

であり、日本学術会議では、5年間にわたり、高校地理歴史科教育の

あり方を検討し、2011 年 8月に「新しい高校地理・歴史教育の創造

－グローバル化に対応した時空間認識の育成－提言」を社会に公表し

た。その中で、地理基礎・歴史基礎の必修化を提言し、「地理基礎」

では、地図/GIS の利活用をベースにした地理教育の方向性が示され

たのである。このセッションでは、日本学術会議の提言をはじめ、

eDesign による現場教師への GIS 支援活動、教育 GIS フォーラムの授

業用 GIS データリンクの活動を紹介する。 

 

 14:20-16:00   特別セッション（9）                        
         震災時の経験を基にした GIS を用いた行政支援の可能性         
                                 オーガナイザー：畑山 満則   
 行政の行う災害対応業務には，GIS を利用することで業務効率化を

可能にできるものが多く存在することが指摘されている．しかしなが

ら，被災の度合いが激しく多様な災害対応業務に十分な職員が確保で

きない場合や平常時から積極的に GIS の導入を行っていない自治体

が災害に直面した場合では，外部からの支援が必要となる場合もある．

本セッションでは，阪神・淡路大震災，中越地震，中越沖地震，東日

本大震災において災害対応の外部支援を行った経験をもとに災害時

の行政支援の在り方について議論する．下記の 2件の話題提供とパネ

ルディスカッションを行う予定である． 

【話題提供１】 

 広域災害発生に着目した、被災自治体の効果的な災害対応遂行を支

援するための地理空間情報・GIS の活用 

浦川豪（兵庫県立大学） 

 平成 2011 年 3月 11 日に東日本大震災が発生し、広域的かつ甚大な

被害が発生した。複数自治体が被災し、同時並行して災害対応が進め

られる中、地理空間情報・GIS の技術を有する専門家もこれまでの１

自治体に対する長期滞在型支援では対応できないことが明らかにな

った。被災自治体を支援する専門家には、「次に何が起こるのかを予

測できる。」、「被災自治体の状況（情報処理面等の状況）を正しく把

握できる。」、「適用技術を判断できる。」、「関係者と協力し、実行でき

る環境、体制を整備できる。」等多くの能力が試されることとなる。

福島県相馬市では、被災者の早期復興へ向けた主要な災害対応業務で

ある家屋被害認定調査、り災証明受付・発給、そこで構築した位置情

報付きデータベースの全庁活用を効率的に実施した。災害対応業務は

全庁プロジェクトであることを認識し、これまでの被災地支援および

相馬市の事例を基に、災害対応業務を効果的に遂行するために平常時

から備えておくべき標準的な情報処理の基盤、その運用、専門家の係

わり方について議論するものである。 

【話題提供２】 

 災害前に GIS の利用が積極的でなかった自治体での災害対応支援 

畑山満則（京都大学防災研究所） 

 阪神・淡路大震災時に支援した神戸市長田区，東日本大震災で支援

した那須烏山市はともに，震災以前に GIS を積極的に利用していた自

治体ではなかった．このような自治体で GIS を用いた対応システムを

導入するためには，導入プロセスの工夫が必要となる．本発表では下
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記のような視点から支援のあり方について議論する． 

・平常時の延長でどこまでできるのか？  

・誰がどのように支援するのか？  

・誰のためのシステムとして設計するか？  

・いつまで利用するのか？システム管理は誰が行うのか？ 

【登壇者】 

・畑山満則（京都大学防災研究所） 

・浦川豪（兵庫県立大学） 

 

 16:20～16:40  閉会式（優秀発表賞の表彰を含む）             
                                          
 

 

 第 2 日目：10 月 14 日(日)  会場 B                        

 9:30～11:30   B-5   教育                
□高校における空間情報科学の確立に関する考察－これまでの実践

を踏まえて－ 

山本 靖 

□児童・生徒の行動調査における入力項目支援型 WebGIS の活用 - 

SoftGIS を用いた国際比較調査を事例に - 

近江屋 一朗・真鍋 陸太郎 

□スーパーサイエンスハイスクールにおけるGISを活用したフィール

ドワーク学習－茨城県並木中等教育学校の事例－ 

水谷 千亜紀・森本 健弘・齊藤 達也・亀山 哲 

□地理・歴史デジタル教育における GIS の導入と実践 

田村 賢哉・神尾 哲範・碓井 照子 

□中国高校地理における電子教材システム化の提案 

路 青・貞広 幸雄 

□GeoWeb を活用したリアルタイム空間分析ツールの開発 

尾野 久二・村山 祐司 

 
 12:30-14:10   特別セッション（8）                       
人の流れに関するデータ計測、整備、利用を横断的に考える           
                                 オーガナイザー：関本 義秀   
 近年，交通・防災・観光・マーケティングの分野などでは，都市空

間でダイナミックに変化する人々の流れを俯瞰したいというニーズ

が官民問わず見られるようになってきている。さらに携帯電話等の普

及等でさらにリアルタイムでこうした流動を知ることも可能になっ

てきており，世界的な大きなトレンドが出てきている． 
 しかし，こうしたデータを大規模に得ようとすると，一般的には高

価で，簡単に入手することは難しい。そこで本ワークショップでは，

ＣＳＩＳの共同研究で提供してきた「人の流れデータセット」を通じ

て，出てきた様々な研究アイデアに関する紹介や，今後のグローバル

トレンドの中で，どのように先進性を確保していくかについて議論を

行う． 
 
 14:20-16:00    B-7   自治体 GIS                    
□建築物の現地調査に求められる携帯型情報端末の機能要件 

石井 儀光・寺木 彰浩・阪田 知彦・ 

加藤 哲・森 大・丸山 智康・岩田 司 

□地方自治体における GIS 導入・運用へのプロジェクトマネジメント

手法適用の検討 

林 典之・深田 秀実・青木 和人・今井 修 

□道路維持管理の現場利用を考慮した台帳管理システムの開発 

坂本 大介・窪田 諭・市川 尚・阿部 昭博 

□気づきマップによる持続的参加型 GIS 活動 

今井 修 

□東日本大震災地域における自治体 GIS の実態と震災復興計画基図

を利活用した基盤地図情報の整備・更新 

碓井 照子 

 

 第 2 日目：10 月 14 日(日)  会場 C                        

   9:30～11:30    C-5  防災(被害予測)                  
□地震発生時に道路閉塞の危険性を伴う建築物の抽出手法の検討 

小澤 淳眞・佐藤 俊明・島村 秀樹 

□地震時における広域火災被害評価のための推定建物構造データの

開発 

秋山 祐樹・仙石 裕明・小川 芳樹・柴崎 亮介 

□住民参加による都市災害情報の蓄積を目的としたソーシャルメデ

ィア GIS 構築 

大熊 健裕・山本 佳世子 

□地理空間情報を活用した自然災害事前予測－東北地方大震災を事

例に－ 

小荒井 衛・岡谷 隆基・中埜 貴元 

 

 12:30-14:10    C-6   データベース構築(1)        
□産業集積の実証研究における GIS データモデルの構築 

張 启峰・澤田 貴行・蒋 湧 

□ユーザビリティと普及を重視した、公共事業における図面位置管

理サービスの協調的プロトタイピング 

鍛治 秀紀・有川 正俊・清水 知子・秋山 實 

□階層的な隣接地域結合操作に基づく点事象の時空間集積検出の

提案 

糟谷 志帆・井上 亮 

□水圏環境 GIS を用いた重富干潟における環境特性の解析 

鶴成 悦久・西 隆一郎・加茂 崇 

□日本測地系メッシュデータの世界測地系への変換ツールの試作 

阪田 知彦・石井 儀光・三好 達也・雫石 和利・杉木 直 

 

 14:20-16:00   C-7   データベース構築（2）           

□小地域時系列犯罪データベースの構築と 犯罪の時空間分析へ

の応用可能性の検討 

雨宮 護・岩倉 希 

□仙台市秋保地区におけるＧＩＳ建物データベースの構築と下水

流量推定に関する調査研究 

川村 広則・須藤 諭 

□タシケント地域における GIS を活用した水マネジメントモデル

の構築 

森田 淳史・三谷 泰浩・池見 洋明・Pachiri Hendra 

□WFS とローカルデータベースを併用した分散型空間情報データ

ベース構築の試み 

嘉山 陽一 

 

 

 第 2 日目：10 月 14 日(日)  会場 D                        

   9:30～11:30    D-5   地域分析(1)                   
□都市における隙間空間の特性 

中山 雅淑・田中 一成・吉川 眞 

□地域名称の指す空間的領域に関する研究 

小島 哲哉・貞広 幸雄・浅見 泰司 
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□情報サインと空間構造の関係による安心度の評価手法 

山下 和英・田中 一成・吉川 眞 

□公共空間の方向性の抽出方法 

成谷 博光・田中 一成・吉川 眞 

□都市の規模別分布は順位規模法則と対数正規分布モデルのどち

らに適合するのか？－小地域人口統計と GIS による検証－ 

井上 孝 

 

 12:30-14:10   D-6   地域分析(2)                     
□鉄道ネットワークに基づく景観資源の発見 

中嶋 俊輔・吉川 眞・田中 一成 

□近隣外部効果を考慮した事業所の立地集積度の計測－八王子市を

事例として－ 

森 博美・坂本 憲昭・小西 純・長谷川 普一 

□大都市交通センサスによる駅勢力圏の設定とフィットネスクラブ

の集客実績との関係 

井上 剛・高阪 宏行・三瓶 喜一 

□空間相互作用モデルによる食料輸送実態の把握と地産地消率の推

定 

田中 弥菜美・鵜飼 孝盛・大澤 義明 

□GIS を用いた BSS の検証と、DEA による計画手法の提案 

大谷 真史・久多里 仁禮・山野 高志 

 

 14:20-16:00   D-7   可視化                         
□歩行時の利用を考慮した 3次元ユニバーサルデザインマップの試

作 

深澤 公哉・窪田 諭・市川 尚・阿部 昭博 

□Historic travel mapbase of Inoue Enryo 

Hirohisa Mori, Daisuke Mitsui and Haruhiro Fujita 

□地域間流動量の視覚的表現法に関する研究 

宗永 英起・井上 亮・清水 英範 

□時間による商業地域の形状変化と商業地域内における流動人口変

化の可視化 

岡本 裕紀・秋山 祐樹・上山 智士・柴崎 亮介 

□A study on spatial recognition of illustrated town-walking maps 

Haruhiro Fujita and Tomoko Imura 

 

 

 第 2 日目：10 月 14 日(日)  会場 E                        

   9:30～11:30    E-5   自然環境                    
□長野県におけるニホンジカ・ツキノワグマの生息分布変化と環境条

件との分析 

橋本 操 

□古地形を考慮した沖積層基底面の推定手法 ―東京湾臨海部を事

例として 

花島 裕樹・木村 克己 

□北海道東部河川におけるオオワシ・オジロワシ分布とシロザケ分布

の関係 

松本 経・高橋 修平・中山 恵介 

□緑景観の時空間分析 

大野 陽一・吉川 眞・田中 一成 

□タンザニア・キリマンジャロ山における植林活動と土地被覆変化の

調査 

井上 美恵子 

□ローカルスケールにおける日射量の不均一性の検証と太陽光発電

普及支援への応用 

小林 知記・厳 網林 

 
 12:30-14:10   E-6   施設配置(1)                           
□助産師の地域的分布からみた医療資源の地域格差に関する研究 

 烏山 芳織 

□人口減少・少子高齢化する中山間地域での医療アクセス圏分析  

 ―長野県と山口県を事例に― 

 目黒 大介・古谷 知之 

□新潟県上越市における公的医療機関の立地－配分分析 

 相羽 良寿 

□新潟市における子育て関連施設の適正配置に関する研究 

 鎌田 健司・長谷川 普一 

□沖縄県那覇市における保育サービス需給ギャップの地図化 

 若林 芳樹・久木元 美琴・由井 義通 

 

 14:20-16:00   E-7    施設配置(2)                         
□マイクロジオデータを利用した公共図書館の最適立地評価 

青木 和人 

□東南アジアにおける輸送機関別の施設配置に関する研究 

渡部 大輔 

□ネットワーク空間分析を応用した都市計画道路の整備効果につ

いて 

熊谷 樹一郎・庄田 直弘・畑尾 一貴 

□高齢者の居住に関する、不満足度とそれを決定する要因の研究 

栗原 拓也・李 召熙・河端 瑞貴・高橋 孝明 

□小売企業の立地分布にみる首都圏の空間構造 ―郊外拠点の階

層性と商圏の地域経済条件に注目して― 

後藤 寛 

 

  

 

 第 2 日目：10 月 14 日(日)  会場 F                        

   9:30～11:30    F-5   居住                        
□居住者の時空間分布からみた地域間距離 

村上 彩夏・大佛 俊泰 

□首都圏における高齢世帯の居住パターンと地域の類型化 

李 召熙・栗原 拓也・河端 瑞貴・高橋 孝明 

□ヘドニック回帰分析による景観要素が住宅価格に与える影響の研

究 

吉武 くらら・磯田 弦 

□首都圏におけるニューファミリーの居住地選択 

―第 1子出産時に注目して― 

佐藤 将 

□郊外都市における高齢者の居住満足度と定住意向についての分析

―千葉県柏市を対象として― 

丸谷 和花・石川 徹・浅見 泰司 

□東京都区部における人口と世帯の諸特性の分布とその変化  

―1995 年から 2010 年までの 4 時点による分析― 

草野 邦明・関根 智子・高阪 宏行 

 

 12:30-14:10   F-6   移動行動分析（1）                     
□東京都認証保育所の園外活動における移動ルートに関する研究 

羽室 早瑛・伊藤 史子 

□自転車ナビ利用時の行動分析 
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～GPS 内蔵サイクルレコーダーを用いて～ 

小銭 悠太・石川 徹・貞広 幸雄 

□自転車走行環境に着目した都市内ネットワークの把握 

天海 聡・田中 一成・吉川 眞 

□公共交通乗換案内サービス利用データを用いた利用者行動解析 

見生 元気・伊藤 昌毅・川村 尚生・菅原 一孔 

□新設されたショッピングセンターにおける収益の予実乖離要因：人

の流れデータを用いて 

鈴木 英之・関本 義秀 

 

 14:20-16:00   F-7   移動行動分析（2）                    
□スマートフォンセンサを活用したパーソナルビークルの安全性に

関する研究 

薄井 智貴・山田 健太・森川 高行 

□軌跡データを用いた相対行動の視覚化に関する考察 

李 勇鶴・佐藤 俊明・岡部 篤行 

□大規模移動データを用いた商業地域における来訪者の特性分析 

秋山 祐樹・上山 智士・Horanont Teerayut・仙石 裕明・柴崎 亮介 

□GIS・GPS を用いた観光者の歩行行動分析 ―小樽運河周辺エリアを

事例として― 

奥野 祐介・深田 秀実・橋本 雄一 

□航空旅客便の時空間ネットワーク 

鳥海 重喜 

 

 

 第１，2 日目：10 月 13 日(土)  ，16 日(日)  ポスター会場           

   ポスターセッション                                 
□ＤＥＭから求めた傾斜角・方位角と林地での測定値との比較 

龍原 哲・正垣 悠太 

□CREATING HIGH-PERFORMANCE/LOW-COST AMBIENT SENSOR CLOUD 

SYSTEM USING OPEN-FS (OPEN FIELD SERVER) AND WEARABLE SYSTEM 

Shinji Kawakura, Ryosuke Shibasaki and Masayuki Hirafuji 

□フィールドワークにおける効率的な情報収集のための携帯情報端

末アプリケーションの開発 - 端末間通信による入力作業の分業

化と音声・動画ファイルへのタイムライン・タギングによる情報

収集の効率化を目指して - 

湯川 治敏・蒋 湧・澤田 貴行・駒木 伸比古・佐藤 正之 

□新潟市じゅんさい池における GIS を用いた緑地環境の変動 

本間 春菜・卯田 強 

□MODIS と GIS データを用いた水田の NDVI 推定手法の検討 

岩崎 亘典・小野 圭介・林 健太郎 

□Formation condition of debris-covered glaciers in the Bhutan 

Himalaya 

Hiroto Nagai, Koji Fujita, Takayuki Nuimura and Akiko Sakai 

□ALOS データを用いたブータン・ヒマラヤ氷河湖台帳の作成 

山本 美菜子・田殿 武雄・山之口 勤・冨山 信弘・奈良間 千之・ 

河本 佐知・卯田 強・浮田 甚郎・西村 浩一 

□アジア高山地域における山岳氷河の面積高度分布データベースに

ついて 

縫村 崇行・坂井 亜規子・藤田 耕史・永井 裕人・谷口 圭輔・津滝 俊・

岡本 祥子・保科 優・小澤 亜紀 

□子どもたちと広島で平和を考える原爆痕跡地図作成ワークショッ

プ 

岩井 哲・竹崎 嘉彦・太田 弘・川瀬 正樹・崎 将智・佐々木 緑・ 

山口 泰道 

□GIS データと植物指標による都市の微気候の可視化 

矢島 智・松田 修三・小沢 和浩・森 博美・坂本 憲昭・宮武 直樹 

□人口停滞期における小地域レベルの将来人口推計について 

佐藤 港・磯田 弦 

□耕作放棄の分布とその変化-2010 年農林業センサスを用いて− 

森本 健弘 

□横浜市における通所介護施設の配置に関する分析 

 ～アクセシビリティの観点から～ 

小西 徹 

□エゾシカ分布拡大過程への拡散モデル適用の試み 

高田 雅之・棗 庄輔・宇野 裕之 

□企業による貸し農園の地理的分布と利用主体の特性に関する研究 

宮本 万理子・渡部 陽介・三橋 友美・ 

雨宮 護・寺田 徹・横張 真・浅見 泰司 

□首都圏郊外における集合住宅団地の地域特性と建て替えに関する

研究 

谷本 雄紀 

□ArcGIS Server を援用した地理空間情報の取得方法 

―筑波大学キャンパス GIS を事例として― 

劉 珂・橋本 操・山本 敏貴・艾 博翰・ 

蘇 磊・森本 健弘・村山 祐司 

□富士山観光支援のための WebGIS 

上田 智翔・厳 網林 

□つくば市における竜巻被害に関する写真判読と地理情報解析 

小荒井 衛・岡谷 隆基・神谷 泉 

□人口減少・少子高齢化する中山間地域での医療アクセス圏分析 

 ―長野県と山口県を事例に― 

目黒 大介・古谷 知之 

□太陽光発電日射評価への詳細地理情報の適用と検証 

中村 元・岸本 直子 

□グーグルマップを用いた地図情報共有システムの開発 

武市 信・渡辺 公次郎・近藤 光男 

□Twitter からの震災時の行動経路および交通情報の自動抽出と可

視化 

石野 亜耶・小田原 周平・難波 英嗣・竹澤 寿幸 

□点群座標データを利用した 3次元の道路中心線の整備手法 

今井 龍一・井星 雄貴・佐々木 洋一・ 

岩切 昭義・今西 暁久・小山 裕也 

□タッチデバイスを用いた人手による空間情報の関連付け支援 

笹尾 知世・木實 新一・藤田 秀之・有川 正俊 

□位置情報に基づく質問回答共有プラットフォームの開発 

木實 新一 

□長期に渡る携帯ナビ移動履歴を用いたユーザの生活スタイル推定

手法の検討 

柴崎 真理子・藤田 秀之・木實 新一・有川 正俊 

□過疎地域における移動販売情報共有サービスの設計と実現 

吉村 大希・有川 正俊・木實  新一・藤田 秀之 

□参加型センシングによる電車混雑推定手法の提案 

大野 航・木實 新一 

□PhotoField: 写真と地図によるストーリー制作ソフトウェアとユ

ーザスタディ 

藤田 秀之・有川 正俊 

□新旧住宅地図における建築物の築年数推定 

池田 健虎・秋山 祐樹・仙石 裕明・柴崎 亮介 

□時間経過による信頼性の変化を考慮した空席情報共有システムの
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提案 

少路 健太 

□GPS 履歴を教師とした携帯電話基地局通信履歴に基づく個人行動

の分析 

金杉 洋・関本 義秀・黒川 茂莉・渡邉 孝文・村松 茂樹・柴崎 亮介 

□中国高校地理における電子教材システム化の提案 

路 青・貞広 幸雄 

 

R で GIS ハンズオンセッション 

R 言語は，オープンソースでフリーソフトウェアの統計解析

向けプログラミング言語，及びその開発実行環境です．統計

処理や視覚化を得意としていますが，空間データの扱いにも

長けており，地図作成も可能です．本セッションでは R を用

いて，どんな空間分析ができるかを紹介し，一部の分析を実

際に各自の PC 上で操作していただきます．会場の都合上，受

講には事前申込み（E-mail: followingmemento@hotmail.com）

が必要です． 

10 月 13 日(土) 14:00-15:40 会場 G  

講師：星田侑久 

対象者：プロプライエタリ，オープンソースを問わず，GIS

ソフトウェアの利用経験のある研究者，実務者 

参加費：無料（但し各自，PC を持参のこと） 

 

R で空間統計ハンズオンセッション 

時空間的なビッグデータが官民で利活用されるようになり，

データ解析手法としての空間統計学の有用性が改めて認識さ

れつつあります．本セッションでは，フリーの統計言語 R を

用いて，空間リスク分析と内挿補間の二つの手法に関する講

義と演習を行い，理解を深めることを目的とします．会場の

都合上，受講には事前申込み（E-mail: maunz@sfc.keio.ac. 

jp）が必要です． 

10 月 14 日(日) 12:30-14:10 会場 G  

講師：古谷知之 

対象者：R を使ったことはあるが R での空間統計解析に関心

のある方，環境リスクや空間疫学などに関心のある方 

参加費：無料（但し各自，R 及び予め指定された R パッケー

ジをインストール済みの PC を持参のこと） 

 

第 8 回大会優秀発表賞 

学生会員の発表レベルの向上を図る目的で，本年度も「大会

優秀発表賞」を設けます．以下の条件を満たす方が対象とな

ります． 

・本学会の学生会員であること（2012 年 7 月 15 日までに事

務局に入会届が到着した方を含みます．但し，2012 年度まで

の年会費完納者)  

・修士号未修得であること（但し社会人学部生，社会人大学

院生を除く） 

・講演発表の発表者であること  

 受賞候補者は，研究(論文）内容，発表技術の優秀者からセ

ッション司会者が推薦し，学会賞委員会の中に設置される大

会発表賞小委員会の議論を経て受賞者を決定します．受賞者

数は特に定めません． 

 尚，発表受賞者には，賞状を後日送付すると同時に，GISA

ニューズレター84 号に所属・氏名を発表します．  

 

ポスター賞の設置 

ポスター発表への質疑応答などの活性化をはかるため、ポス

ター発表に学会賞を設けます。 

 最優秀賞 1 件、優秀賞 2 件を予定していますが、審査方法

等の詳細については決まり次第、メールニュースや Web 上で

お知らせします。 

 

機器展示（申込順） 

【株式会社古今書院】 

展示リスト：『GIS と地理空間情報 増補版』『図解 ArcGIS 10 

Part1』ほか GIS 関連書籍 

展示概要：GIS 書籍の発行点数ナンバー１の出版社です。本

学会の学術誌『GIS－理論と応用』の発売元にもなっています。

今年も ArcGIS ver.10 に対応してリニューアルした『図解

ArcGIS 10 Part1』（佐土原 聡編）など新刊が続々登場。GIS

ビギナーからミドルユーザまで，利用目的に応じた数々の書

籍を展示し，すべて 15％引で販売します。出版企画のご相談

も大歓迎。ベテラン編集者が対応します。 

 

【株式会社数理システム】 

展示：NUOPT（ニューオプト） 

展示概要：最適化ソフト NUOPT （ニューオプト）のご紹介を

致します。GIS と関連する分野としましては施設配置問題・

配送計画問題等、答えを出すのに困難な問題に対して協力に

サポート致します。その他統計解析ツール S-PLUS やデータ

マイニングソフト Visual Mining Studio、テキストマイニン

グソフト Text Mining Studio も合わせてご紹介いたします。 

 

※ 他の出展は、事前登録者に配布するパンフレット（10月

にwebにも公開）に掲載してあります。 

 

 

 

 
【IT理事会報告】 

■2012年6月15日付 

国際華人地理信息科学協会(CPGIS)との提携について、承認

された。 

■2012年6月15日付 

CPGIS会長と直接協議する際に出た修正内容については浅

見会長に全権を委任する旨、承認された。 

■2012年7月5日付 

Facebookを活用した新たな広報活動について、承認された。 

 

 

 

 
■ GIS 資格認定協会         [太田 守重] 
８月６日現在の資格認定状況は以下のとおりです。 

GISE（上級技術者） 239名 

GISEE（名誉上級技術者 13名 

教育認定 30件 

多分この報告が皆様のお手元に届くときには、すでに終了

していると思いますが、関西地区の有資格者の皆さんのご尽

力により、8月18日に立命館大学朱雀キャンパスで、GIS上級

【IT 理事会報告】 

【委員会報告】 
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技術者会議 in KANSAIが開催されます。これまで有資格者会

議は、東京で開催していましたが、今回初めて関西地区で開

催されることになります。GIS学会副会長の矢野先生が会場を

ご提供くださり、碓井初代代表、吉川前代表、そして矢野先

生によるGIS教育をテーマにした講演、及びパネルディスカッ

ションがあります。今年度から、この資格の普及を考え、地

域の皆様が有資格者の会議を開催するときは、補助金を提供

することにしています。1件10万円までですが、興味のある方

は、GISCA事務局にお問い合わせください。 

 

 

 

 
■ FOSS4G 分科会          [嘉山 陽一] 
OpenStreetMap の世界カンファレンス 

 State of the Map 2012 Tokyo 開催のお知らせ 

OpenStreetMap(OSM)は、デジタル地理情報データを誰でも

利用できるよう、フリーの地理情報データを作成することを

目的としたプロジェクトです。誰でも自由に参加して、誰で

も自由に編集でき、誰でも自由に利用する事が出来ます 

http://www.openstreetmap.org/  http://osm.jp/ 

ハイチの地震や東日本大震災発生時には世界的なボランテ

ィアによって OpenStreetMap の基盤を利用して被災状況のマ

ッピングが行われました。また多くの地図を利用したインタ

ーネットサービスで OpenStreetMap が利用され始めています。 

OpenStreetMap コミュニティでは年次世界カンファレンス 

State of the Map を開催しています。State of the Map2012

はアジア・オセアニア地域で初めてのオープンストリートマ

ップ国際カンファレンスとして東京で開催されます。世界中

から集まるマッパーと交流を深める絶好の機会です。皆様の

ご参加をお待ちしています。 

開催日時、場所  

東京大学 駒場リサーチキャンパス：9/6(木)-8(土) 高尾

山：9/9(日) 

・9 月 6 日：OSM to the Rescue - OpenStreetMap の災害

対策利用 

・OpenStreetMap のデータを災害策で利用した事例の紹介

が中心になります。 

・ターゲット層：企業や非営利組織、官公庁、地方自治体、

GIS スペシャリスト、オープンソースコンサルタント 

・9月７日-8 日：テクニカル Day / コミュニティ Day 

・コミュニティ活動を中心としたカンファレンス。世界中

から集まったマッピングコミュニティが、各地域の活動状況

を共有します。トピックは主に、様々な国での適用方法、技

術、アプリケーションについての発表や、地図のカバレッジ

や技術的な視点での発表などです。プレゼンテーションやラ

イトニングトークを通じて、聴衆に様々な知見や考えを伝え

る場が中心です。OSM がどのように世界をマッピングするか

について知る良い機会です。 

・ターゲット層：OpenStreetMap に参加するすべての人。

カートグラファー、ジオグラファー、GIS 技術者、フリーソ

フトウェアの専門家、OSM のコミュニティや可能性について

理解したい非営利組織や企業など。 

・9月 9日：高尾山マッピングパーティ 

・世界中から集まったマッパーと GPS やスマートフォンを

持って高尾山でマッピング。同時にジオキャッシングなど、

楽しいイベントを企画中です。 

詳細情報と参加登録は WEB サイトを参照してください        

http://stateofthemap.org  

 

 
 
 

■ 関西支部             [田中 一成] 
2011 年３月の News Letter 第 77 号で報告して以降，関西

支部の報告が滞っていました。そこで，昨春以降の行事につ

いての報告と，今後実施を予定している行事を紹介します。 

2011 年 11 月 22 日（火）に建設交流館にて，第 12 回の『関

西地域 GIS 自治体意見交流会』を 112 名の参加者を得て開催

しました。これは，21 日（月）から二日間にわたって開催さ

れた“Ｇ空間ＥＸＰＯ「関西Ｇ空間フォーラム」 ”と題する

関西地区の GIS 関係団体が一堂に会して開催したフォーラム

の一環として，当学会関西支部が主催したものです。「Ｇ空間

社会と自治体 GIS」をテーマに，吉川眞地理情報システム学

会長・関西支部長の挨拶を筆頭に，豊中市の池之上秀紀氏，

大津市の西村芳夫氏，精華町の岩井秀樹氏，そして高槻市の

木下克己氏から自治体 GIS 利用の具体的な事例紹介という，

合計 4 名の講師による具体的でわかりやすい講演が行われま

した。さらに，宇治市の青木和人氏のコーディネートによる

パネルディスカッションでは，Ｇ空間社会の実現に向けたGIS

技術の活用について，会場を交えて積極的な意見交換が行わ

れました。今年度は，2012 年 11 月 16 日（金）に薬業年金会

館で，昨年度にひき続き“Ｇ空間ＥＸＰＯ「関西Ｇ空間フォ

ーラム」 ”の一環として開催します。 

2011 年 12 月 20 日（火）“Ｇ空間ＥＸＰＯ「関西Ｇ空間フ

ォーラム」 in 和歌山”が当学会関西支部と国土地理院近畿

地方測量部などとの共催で開催されました。これは，和歌山

県内の地理空間情報の整備・活用推進に関わる自治体職員や

産学官の関係者を対象として，関西や和歌山県内における地

理空間情報の整備・活用の取組事例等を紹介するとともに意

見交換を実施し，地域における地理空間情報の活用を推進す

ることを目的とするものです。近畿地方測量部長奥山祥司氏

【支部報告】 

【分科会報告】 

第 12 回関西地域 GIS 自治体意見交流会 

（パネルディスカッション） 
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の開会挨拶に続き，地理情報システム学会会長吉川眞氏の特

別講演が行われました。今年は“in 奈良”が計画されていま

す。 

さて，2012 年 8 月 18 日（土）には，GIS 資格認定協会主催

の『平成 24 年度 GIS 上級技術者 in KANSAI』が，立命館大学

にて開催されます。「GIS 教育と人材育成」をテーマに，学会

元会長の奈良大学碓井照子氏，学会前会長の大阪工業大学吉

川眞氏，そして学会副会長の立命館大学矢野桂司氏による講

演が行われる予定です。この News Letter が発行された時期

には既に開催後となりますが，次号以降で報告いたします。 

なお，関西支部が主催しております『GIS 上級技術者教育

講座（GIS ブラッシュアップ・セミナー）』は，前回の報告後，

いずれも場所は常翔学園・大阪センターにて第３回から第７

回を実施しています。 第３回は 2011 年 4 月 16 日（土）に「新

しい視点から」をテーマとして近畿測量専門学校の山下恵氏，

大阪工業大学大学院の天野貴文氏，株式会社インフォマティ

クスの久保田優子氏の３名の講師によって 31 名の参加を得

て開催しました。2011 年 7 月 16 日（土）に実施した第４回

では，「空間情報の最前線」をテーマに株式会社パスコの島村

秀樹氏，国際航業株式会社の土谷学氏，アジア航測株式会社

の住田英二氏の３名が講師となり 28 名の参加を得て実施し

ました。続く第５回は，2011 年 9 月 24 日（土）に「オープ

ンソース GIS」をテーマとして株式会社オージス総研の松村

一保氏，京都大学大学院の清野陽一氏の２名による講義を 20

名の参加を得て開催しました。2012 年 1 月 28 日（土）に実

施した第６回では，「GML を学ぶ」をテーマとして 22 名の参

加を得て日本アイ・ビー・エム株式会社の村尾吉章氏，株式

会社オージス総研の松村一保氏の２名による講義を行いまし

た。今年度初回の第７回は，2012 年 7 月 14 日（土）に 18 名

の参加を得て，「新フェーズの GIS 利用」をテーマとして高槻

市の木下克己氏と，大阪工業大学の田中一成が講義を行いま

した。 

Ｇ空間 EXPO「関西Ｇ空間フォーラム」in 和歌山 

（講演風景） 

■ 四国支部             [野々村 敦子] 
GIS学会四国支部では，毎年，四国GISシンポジウムを開催

しています。昨年度は2012年1月10日にサンポートホール高松

で行ないました。午前中に研究発表会，午後には基調講演と

して関西学院大学の室﨑益輝先生より「東日本大震災の教訓

‐災害時の地域継続を考える」という内容で，お話しを頂き

ました。研究発表会は，参加費無料でGIS学会の会員でない方

にもオープンにしています。昨年度は産・学から14件の発表

があり，防災・環境分野へのGISの応用，電子書籍やスマート

フォンなど簡易端末を利用したシステム開発，ネパールの地

すべり対策，リモートセンシングデータの活用など，幅広い

内容が紹介されました。シンポジウム後は，場所を移動して

懇親会を開催し，さらに懇親を深めました。今年度は，3月1

日に高知市文化プラザ「かるぽーと」において四国情報通信

懇談会と共催で開催する予定です。 

 

■ 九州支部             [三谷 泰浩] 
11月１日にGIS-DAY in 九州を福岡市内にて開催予定です。

詳細については，決まり次第，メール等を利用してご案内す

る予定です。 

 

■ 沖縄支部             [有銘 政秀] 
沖縄支部会員の渡邊康志さ

ん(GIS沖縄研究室主宰)が去

る６月８日に、測量や地図な

どの普及と啓発に貢献したと

して、国土地理院から功労者

感謝状が贈られました。1989

年に表彰が始まって以来、県

内からは初めてです。国土地

理院が提供するデータやフリ

ーのGISソフト、Googleマップ

などを用いてGIS沖縄研究室のWebサイトから積極的にGIS活

用方法を発信する渡邊さんの活動が高く評価され、また今年

からGIS分野も表彰の対象になったこともあって今回の受賞

となり、県内GIS関係者は大いに喜びに沸きました。 

ここで渡邊さんの最近の活動の中から一部を以下にご紹介

します。  GISフォーラム2009in沖縄では、渡邊さんが企画・

指導したワークショップが「おじいと孫のGIS」と題して注目

されました。これには県内の自治会で「字誌」などの製作に

取り組むお年寄りが参加し、琉大の学生指導員と一緒になり

GISを使って地域の変遷を調べたり、当時の写真などを地図上

に挿入したりして、新たな資料作成の手法を学びました。  そ

れからGISフォーラム2011in沖縄では東日本大震災の教訓を

活かそうと、防災をテーマに講演会や展示会などを開催しま

した。渡邊さんが担当したワークショップでは国土地理院の

公開する標高データをGoogleマップなどに表示し、過去の地

図と重ね合わせるなどして埋立地区の把握や避難経路の検討

に役立てることを学びました。官公庁、自治体の防災担当者

などが多数参加し、関心の高さが覗えました。 

その後早速、この研修を活かして防災に活用する地域が現

れました。沖縄市の中城湾沿岸に位置する高原区の高原自主  

防災組織が津波避難経路図の作成に取り掛かりました。民生

員・児童員も参加して地区内の要援護者や児童施設を対象に

津波の高さに応じた避難場所や距離・移動時間などを地図上
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にプロットし、スマ

ホを使って検証しま

した。この作業は渡

邊さんが指導してお

り、現在も着々とデ

ータ作成作業や訓練

が進行中です。渡邊

さんのこのような活

動は、GISを一般の

方々にとって身近な

ものにし、

簡単かつ

楽しく利

用できる

ことを教

えていま

す。大震

災から地

域の絆が

如何に大

切かを学

びましたが、GISがよりよい地域づくりに欠かせないITツール

であるとの認識が、一般に広く浸透しつつあると感じます。

最後に、有志主催の祝賀会には、沖縄支部や沖縄地理情報シ

ステム協議会などの関係者に交じって、日頃指導いただいて

いる地域の方々も参加し、渡邊さんの今後一層の活躍を祈念

したことを添えます。 

 

 

 

■後援■「GIS Day in 東京 2012」 

主催： 首都大学東京都市環境学部 

会期： 2012 年 9 月 29 日（土）～30 日（日） 

会場： 首都大学東京 南大沢キャンパス 

詳細は… http://www.ues.tmu.ac.jp/tourism/gisday/ 

 

■後援■「彩の国環境地図作品展」 

主催： 彩の国環境地図作品展実行委員会 

作品受付： 2012 年 11 月 7 日（水）～12 月 16 日（日） 

会場： 埼玉県環境科学国際センター 他 

詳細は… http://risweb2.ris.ac.jp/ecomap/ 

 

■協賛■「GPS/GNSS シンポジウム 2012」 

主催： 測位航法学会 

会期： 2012 年 10 月 24 日（水）～27 日（土） 

会場： 東京海洋大学 越中島会館 

詳細は… http://www.gnss-pnt.org/ 

 

 
 

■事務局閉室のお知らせ 

学術研究発表大会の開催にともない、10月11日（木）～15

日（月）の間、事務局は閉室となります。メール対応も出来

ませんので、ご注意ください。 

 

■お詫びと訂正 

6月25日発行のニューズレター82号に間違いがありました。 

ここにお詫びして訂正いたします。 

 2012年5月末現在の個人会員数 

 （誤） 2,012名 → （正） 1,273名 

 

■メールニュースへの掲載ご希望の方へ 

学会では個人会員を対象に、メールニュースを配信してい

ます。 

内容は学会からのお知らせ、関連イベント、公募情報が主

ですが、こちらに掲載をご希望の方は、以下の「お送りいた

だく情報」をご参照の上、事務局までお申し込み下さい。 

（ホームページ上でもご案内しております。 

http://www.gisa-japan.org/news/request.html?id=02 ） 

なお、ニュースの配信は、毎月第2・第4金曜日を目安にし

ています。 

 

＜お送りいただく情報＞ 

イベントの場合 

・イベント名 ・URL ・日時（年は西暦/時間は24時間表

記） 

・会場名 ・主催 

お知らせの場合 

・タイトル ・URL ・内容は200文字程度 

公募の場合 

公募情報の依頼が出来るのは、賛助会員と教育関係の方だ

けです。 

・タイトル ・概要、分野 ・機関名 ・所属 

・職名 ・URL（詳細情報） 

 

■会議の場所をご提供します 

分科会（SIG）、委員会、支部など、学会活動に関すること

で会議をしたいが場所が無い…という方は、事務局までお申

し出ください。事務局が入居している学会センタービルの地

下に、貸会議室があります。予約制ですので、お早目にお問

い合わせください。 

料金：無料 

時間：月曜日から金曜日の10：00～17：00 

注意：インターネットのご利用は出来ません 

 

 

【学会後援・協賛行事などのお知らせ】 

【事務局からのお知らせ】 
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（2口）NTTタウンページ㈱

（1口）アイエニウェア・ソリューションズ㈱，朝日航洋㈱，アジア航測㈱，いであ㈱，㈱インフォマティクス，ESRIジャパン㈱，㈱NTTネオメイト，愛媛県土地家屋調査士会，

応用技術㈱，大阪土地家屋調査士会，オートデスク㈱，㈱オオバ，かごしまGIS・GPS技術研究所，㈱かんこう，関東甲信越東海GIS技術研究会，

㈶岐阜県建設研究センター，九州GIS技術研究会，協同組合くびき野地理空間情報センター，近畿中部北陸GIS技術研究会，㈱こうそく，幸陽測量設計㈱，国際航業㈱，

国土情報開発㈱，㈱古今書院，寿精版印刷㈱，GIS総合研究所いばらき，㈱GIS関西，ジェイアール西日本コンサルタンツ㈱，㈱JPS，㈱ジオテクノ関西，㈱ジャスミンソフト，

㈱昭文社，㈱ジンテック，㈱数理システム，㈱ゼンリン，㈱谷澤総合鑑定所，玉野総合コンサルタント㈱，中四国GIS技術研究会，テクノ富貴㈱，東北GIS技術研究会，

㈱ドーン，内外エンジニアリング㈱，長野県GIS協会，にいがたGIS協議会，日本エヌ・ユー・エス㈱，日本情報経済社会推進協会，日本スーパーマップ㈱，

㈶日本測量調査技術協会，日本土地家屋調査士会連合会，㈶日本地図センター，パシフィックコンサルタンツ㈱，㈱パスコ，東日本総合計画㈱，北海道GIS技術研究会，

㈱マップクエスト，㈱松本コンサルタント，三井造船システム技研㈱，㈱三菱総合研究所，三菱電機㈱，ヤフー㈱，㈶リモート･センシング技術センター

自治体会員：（1口）大阪府高槻市役所，大阪府豊中市役所，経済産業省特許庁，総務省統計局統計研修所，長野県環境保全研究所，福岡県直方市
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